
公私立大学を対象とした国際共同利用・共同研究拠点の認定について 
 
 
平成３０年度に創設した国際共同利用・共同研究拠点制度について、公私立大学を対象

に公募を実施し、審査の結果、「立命館大学アート・リサーチセンター」を認定しました。 
 
 
１．認定の経過 
   今回の公私立大学を対象とした公募は、本年６月３日から７月５日まで行い、文部科

学省科学技術・学術審議会学術分科会研究環境基盤部会共同利用・共同研究拠点及び国

際共同利用・共同研究拠点に関する作業部会特色ある共同利用・共同研究拠点に関する

専門委員会（主査：八田 英二 学校法人同志社総長・理事長、以下「専門委員会」とい

う。）において審査が行われ、認定候補として以下を選定し、令和元年１０月２３日付け

で文部科学大臣による認定が行われました。 

 
【これまでの審議経過】 
 令和元年６月 ３日～７月５日 公募期間 
     ８月 ２日～９月２日 専門委員会で書面審査 
     ９月３０日       専門委員会でヒアリング審査 
                認定候補決定 
 
２．認定の理由 
  拠点の認定理由は以下のとおりです。 
大学名 施設名 拠点名 

立命館大学 
立命館大学アート・リサー

チセンター 

日本文化資源デジタル・アーカイブ国際共

同研究拠点 

申請施設は、研究実績、研究水準等に照らし、文化情報学、および情報学、地理学、芸

術学、歴史学、文化財学分野における国際的に中核的な研究施設として活動しており、保

有する文化研究資源のデジタル化の技術を活かし、日本の文化・芸術を対象とした文化研

究資源のデジタル・アーカイブや共同研究を海外の博物館・美術館等と活発に行っており、

今後、国際的な共同利用・共同研究の拠点としての活動や発展性が特に高いと見込まれる

ことによる。 
 

大学名 施設名 拠点名 

立命館大学 
立命館大学アート・

リサーチセンター 

日本文化資源デジタル・アーカイブ国際共同

研究拠点 
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【参考】 国際共同利用・共同研究拠点制度の概要 
  「国際共同利用・共同研究拠点」は、大学に附置される研究施設のうち、国際的な研

究活動の中核としての機能を備え、学術研究の発展に特に資するものを、学校教育法施

行規則第１４３条の３の規定に基づき、「国際共同利用・共同研究拠点」として文部科学

大臣が認定する制度です。 
    認定を受けた拠点は、研究人材や研究設備、ネットワークなど、国際的に卓越した研

究資源を活用し、一大学の枠を超えた国際的な共同利用・共同研究体制の中核として、

我が国の研究力向上に貢献することが期待されます。 
  なお、文部科学省では、認定を受けた拠点に対し、「特色ある共同研究拠点の整備の推

進事業」により支援を行っています。 
 
○国際共同利用・共同研究拠点一覧（令和元年１０月現在） 

 
 

大学名 国公私立 施設名 拠点名 

東北大学 国立 金属材料研究所 材料科学国際共同利用・共同研究拠点 

東京大学 国立 

宇宙線研究所 宇宙線国際研究拠点 

医科学研究所 
基礎・応用医科学の推進と先端医療の実

現を目指した医科学国際共同研究拠点 

京都大学 国立 

化学研究所 
化学関連分野の深化・連携を基軸とする

先端・学際グローバル研究拠点 

数理解析研究所 数学・数理科学の国際共同研究拠点 

大阪大学 国立 核物理研究センター 国際サブアトミック科学研究拠点 

立命館大学 私立 
立命館大学アート・

リサーチセンター 

日本文化資源デジタル・アーカイブ国際

共同研究拠点 
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立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
日
本
文
化
資
源
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
国
際
共
同
研
究
拠
点

拠
点

長
の

顔
写

真

拠
点

長
：
細

井
浩

一

研
究

分
野

：

研
究

所
の

概
要

当
該

研
究

所
の

現
状

分
析

機
能

強
化

を
図

る
取

組

機
能

強
化

に
よ

り
期

待
さ

れ
る

効
果

研
究

者
数

：

実
績

：

日
本

文
化

・
芸

術
を

対
象

と
す

る
デ

ジ
タ

ル
・
ア

ー
カ

イ
ブ

で
は

、
最

大
規

模
の

研
究

活
動

を
し

て
い

る
研

究
拠

点
で

あ
る

。
全

世
界

的
に

進
展

す
る

文
化

資
源

デ
ジ

タ
ル

・
ア

ー
カ

イ
ブ

の
な

か
で

も
、

国
際

的
に

も
高

い
評

価
を

受
け

て
い

る
。

一
方

で
、

•
日

本
文

化
を

対
象

と
し

て
い

る
た

め
、

英
語

等
外

国
語

に
よ

る
情

報
発

信
に

弱
点

が
あ

り
、

こ
れ

を
強

化
す

る
必

要
性

が
あ

る
。

•
海

外
の

研
究

組
織

・
個

人
と

の
１

対
１

で
の

連
携

・
共

同
が

多
く
、

海
外

の
組

織
間

を
連

携
さ

せ
る

ハ
ブ

と
な

る
必

要
性

が
あ

る
。

欧
米

の
博

物
館

・
美

術
館

等
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所
蔵

さ
れ

る
文

化
資

源
（
美

術
・
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史
的

資
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の

網
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的
な

デ
ジ

タ
ル

化
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継
続

的
に

推
進

し
て

い
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唯
一
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点
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絵
ポ
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タ
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、
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典
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D

B
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3
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、
3
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8
9
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5
6
P

V
）
な

ど
、

世
界

最
高

峰
の

D
B

を
構

築
し

、
大

英
博

物
館

や
メ

ト
ロ

ポ
リ

タ
ン

美
術

館
な

ど
世

界
を

代
表

す
る

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

へ
基

盤
環

境
を

提
供

、
展

覧
会

な
ど

の
研

究
活

動
を

底
支

え
。

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

・
ボ

ロ
ブ

ド
ゥ

ー
ル

寺
院

な
ど

、
ア

ジ
ア

の
世

界
的

文
化

遺
産

・
文

化
財

の
デ

ジ
タ

ル
・
ア

ー
カ

イ
ブ

も
加

速
的

に
推

進
。

各
国

文
化

省
レ

ベ
ル

と
の

共
同

研
究

を
実

施
。

3
1
人

（
令

和
元

年
1
0月

1日
現

在
）

文
化

情
報

学
、

及
び

情
報

学
、

地
理

学
、

芸
術

学
、

歴
史

学
、

文
化

財
学

•
英

語
を

第
一

言
語

と
し

た
情

報
発

信
に

よ
り

、
日

本
研

究
に

携
わ

る
者

以
外

の
研

究
者

ら
と

の
共

同
も

視
野

に
い

れ
る

。
•

地
理

的
制

限
を

超
え

、
ア

ナ
ロ

グ
空

間
と

活
動

を
よ

り
効

果
的

に
進

め
ら

れ
る

共
同

研
究

の
た

め
、

オ
ン

ラ
イ

ン
型

研
究

ス
ペ
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ス

を
開

発
、

運
用

を
ス

タ
ー

ト
す

る
。

•
海

外
研

究
拠

点
同

士
の

連
携

を
強

化
し

、
研

究
効

率
の

大
幅

な
ア

ッ
プ

を
図

る
。

日
本

文
化

研
究

の
枠

を
越

え
た

、
国

際
的

文
化

研
究

、
情

報
学

で
の

応
用

、
商

用
・
非

商
法

を
含

む
文

化
資

源
企

業
な

ど
幅

広
い

分
野

と
の

共
同

化
。

•
海

外
で

活
躍

す
る

日
本

文
化

研
究

者
と

若
手

研
究

者
と

が
、

国
籍

や
国

境
・

地
域

を
問

わ
ず

共
同

研
究

を
実

施
す

る
機

会
を

大
幅

に
伸

長
。

•
「
世

界
の

中
の

日
本

研
究

」
と

い
う

国
際

的
な

目
的
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意

義
を

明
確

に
し

た
研

究
者

の
育

成
。

•
デ

ジ
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ル
技

術
に

よ
っ

て
、

沈
滞

す
る

人
文

学
研

究
(ヒ

ュ
ー

マ
ニ

テ
ィ

ー
ズ

)
の

手
法

を
劇

的
に

変
え

、
日

本
文

化
以

外
の

分
野

に
も

デ
ジ

タ
ル

・
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

テ
ィ

ー
ズ

型
研

究
を

進
展

。

○
文

化
研

究
資

源
の

デ
ジ
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ル
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ー
カ

イ
ブ
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っ
て

、
デ

ジ
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ル
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ズ
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日

本
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化
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術
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究
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を
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つ
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全
世
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す
る

。
も

っ
て

、
各

国
に

点
在

す
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化
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、
日

本
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・
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化
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と
進

展
を

目
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。
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テ
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学校教育法施行規則（関連部分） 

 

（平成二十年七月三十一日一部改正（平成二十年文部科学省令第二十二号） 

（平成二十一年八月二十日一部改正（平成二十一年文部科学省令第三十号） 

（平成三十年五月一日一部改正（平成三十年文部科学省令第十八号）） 

 

第百四十三条の三 大学には、学校教育法第九十六条の規定により大学に附置される

研究施設として、大学の教員その他の者で当該研究施設の目的たる研究と同一の分

野の研究に従事する者に利用させるものを置くことができる。 

２ 前項の研究施設のうち学術研究の発展に特に資するものは、共同利用・共同研究拠

点として文部科学大臣の認定を受けることができる。 

３ 第一項の研究施設のうち学術研究の発展に特に資するものであって国際的な研究

活動の中核としての機能を備えたものは、国際共同利用・共同研究拠点として文部科

学大臣の認定を受けることができる。 

４ 第二項の認定と前項の認定は、重ねて受けることができない。 

 

別紙２ 

4



              

特色ある共同利用・共同研究拠点に関する専門委員会（第１０期） 

委員名簿 

令和元年５月現在 

〔委員〕 

観山 正見  広島大学特任教授 

〔臨時委員〕 

    甲斐 克則  早稲田大学理事・早稲田大学大学院法務研究科教授    

鍋倉 淳一  自然科学研究機構生理学研究所長     

〔専門委員〕 

    石田 麻子  昭和音楽大学オペラ研究所長・舞台芸術政策研究所長 

        城石 俊彦  理化学研究所バイオリソース研究センター・センター長 

      関沢 まゆみ 人間文化研究機構国立歴史民俗博物館教授 

        瀧川 仁      東京大学物性研究所教授 

    長谷川 美貴  青山学院大学理工学部教授 

    八田 英二  学校法人同志社総長・理事長 

安友 康二  徳島大学大学院医歯薬学研究部生体防御医学分野教授 

山田 道夫  京都大学数理解析研究所長 

      龍 有二    北九州市立大学副学長 

別紙３ 
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背
景
・
目
的

○
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
は
、
我
が
国
に
お
け
る
当
該
研
究
分
野
の
中
核
的
研
究
拠
点
で
あ
り
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
の
研
究
を
推
進
し
、
当
該
分
野
の
研
究
の

発
展
を
リ
ー
ド
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
拠
点
や
当
該
分
野
の
国
際
的
な
連
携
・
協
力
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
拠
点
も
少
な
く
な
い
。

○
一
方
、
我
が
国
の
科
学
技
術
・
学
術
分
野
に
お
い
て
は
、
近
年
、
論
文
数
の
伸
び
が
停
滞
し
、
国
際
的
な
シ
ェ
ア
・
順
位
は
大
幅
に
低
下
。
主
要
国
に
お
い
て

は
、
論
文
数
の
う
ち
の
国
際
共
著
率
を
増
加
さ
せ
全
体
の
論
文
数
を
増
加
さ
せ
て
い
る
が
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
国
際
共
著
率
の
伸
び
も
停
滞
し
て
い
る
。

○
こ
の
た
め
、
国
際
的
に
も
有
用
か
つ
質
の
高
い
研
究
資
源
等
を
最
大
限
活
用
し
、
国
際
的
な
共
同
利
用
・
共
同
研
究
を
行
う
拠
点
を
「
国
際
共
同
利
用
・
共
同
研

究
拠
点
」
と
し
て
認
定
し
、
重
点
支
援
す
る
こ
と
で
、
国
際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
、
我
が
国
の
基
礎
科
学
力
を
強
化
さ
せ
る
。

■
国
際
的
に
科
学
論
文
数
や
国
際
共
著
論
文
数
が
伸
び
て
い
る
が
、
我
が
国
の
伸
び
は
鈍
い

20
05
年

20
15
年

■
T
o
p
1
0
%
補
正
論
文
数
に
お
け
る
2
国
間
・
多
国
間
共

著
論
文
数
の
伸
び
が
他
国
と
比
較
し
て
、
国
内
論
文
数
は

同
程
度
で
あ
り
、
国
際
共
著
論
文
で
差
が
生
じ
て
い
る
。

■
過
去
1
5
年
間
の
傾
向
で
は
、
海
外
か
ら
の
研
究
者
の
受
け
入
れ

数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
り
、
海
外
へ
の
研
究
者
の
派
遣
者
数
は
減
少

傾
向
に
あ
る
。
（
中
長
期
：
3
0
日
を
超
え
る
期
間
）

出
典
：
「
国
際
研
究
交
流
の
概
況
」
（
平
成
2
9
年
６
月
、
文
部
科
学
省
）

中
・
長
期
的
な
海
外
へ
の
研
究
者
の
派
遣
者
数
・
海
外
か
ら
の
研
究
者
受
入

者
数
の
推
移

概
要

○
「
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
」
制
度
と
は
別
に
、
新
た
に
「
国
際
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
」
制
度
を
創
設
（
平
成
3
0
年
度
～
）
。

国
際
的
に
有
用
か
つ
質
の
高
い
研
究
資
源
等
を
活
か
し
て
、
国
際
的
な
共
同
利
用
・
共
同
研
究
を
実
施
す
る
研
究
拠
点
を
「
国
際
共
同
利

用
・
共
同
研
究
拠
点
」
と
し
て
認
定
。

○
国
際
的
な
共
同
利
用
・
共
同
研
究
を
一
層
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
外
国
人
研
究
者
招
へ
い
費
（
滞
在
費
・
旅
費
）
、
外
国
人
研
究
者

支
援
の
た
め
の
職
員
人
件
費
、
共
同
研
究
費
、
設
備
費
、
世
界
的
な
中
核
拠
点
に
求
め
ら
れ
る
若
手
研
究
者
育
成
費
（
研
究
費
、
人
件

費
）
等
を
支
援
。各
国
間
で
の
共
著
関
係
の
構
造
変
化

出
典
：
「
科
学
技
術
の
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
2
0
1
7
」
（
平
成
2
9
年
８
月
、

科
学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所
）

T
o
p
1
0
%
補
正
論
文
数
に
お
け
る
国
内
論
文
数
・
2
国
間
共
著

論
文
数
及
び
多
国
間
共
著
論
文
数
の
推
移

：
国
内

：
2
国
間
共
著

：
多
国
間
共
著

英
国

ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
ス

日
本

カ
ナ
ダ

イ
タ
リ
ア

オ
ラ
ン
ダ

イ
ン
ド

ベ
ル
ギ
ー

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ロ
シ
ア

ポ
ー
ラ
ン
ド

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ブ
ラ
ジ
ル

ス
ペ
イ
ン

ト
ル
コ

イ
ラ
ン

台
湾

韓
国

英
国

中
国

ド
イ
ツ

ス
イ
ス

日
本

米
国

フ
ラ
ン
ス

注
：
１
．
円
の
大
き
さ
（
直
径
）
は
当
該
国
又
は
地
域
の
論
文
数
を
示
し
て
い
る
。

２
．
円
の
間
を
結
ぶ
線
は
、
当
該
国
又
は
地
域
を
含
む
国
際
共
著
論
文
数
を
示
し
て
お
り
、

線
の
太
さ
は
国
際
共
著
論
文
数
の
多
さ
に
よ
り
太
く
な
る
。

３
．
直
近
3
年
間
分
の
論
文
を
対
象
と
し
て
い
る
。

出
典
：
エ
ル
ゼ
ビ
ア
社
ス
コ
ー
パ
ス
に
基
づ
い
て
科
学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所
作
成

国
際
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
制
度
に
つ
い
て
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17

2 7,
43

7 7,
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4 9,
09
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,0

30
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,5
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,8
21

 
13

,3
07

 13
,2

23
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18

 

12
,1

04
 13
,2

55
 13
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14
,2

41
 

13
,3

58
 

15
,1

94
 

11
,9

30
 12

,7
63

 

13
,1

37

3,
84

7 3,
99

2 6,
04

4 5,
64

7 

7,
11

8 
7,

08
5 7,

58
6 

7,
67

4 

6,
94

3 
6,

51
5 5,

87
7 

5,
38

5 4,
72

5 

4,
16

3 
3,

97
2 4,

03
4 4,

08
6 4,

27
2 5,

18
5 

5,
17

5 

4,
36

7 4,
59

1 4,
41

5 

0

2,
00

0

4,
00

0

6,
00

0

8,
00

0

10
,0

00

12
,0

00

14
,0

00

16
,0

00

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27

海
外
か
ら
の
研
究
者
の
受
入
れ
者
数

海
外
へ
の
研
究
者
の
派
遣
者
数

(年
度
)

(人
) (平
成
)

別紙４
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